別紙様式

平成24年度当初予算　　　支出科目　款：教育費　　項：大学費　　目：情報科学芸術大学院大学費

	事業名:　産業文化研究センター運営費　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　


（この事業に対するご質問・ご意見はこちらにお寄せください）　

　　　　　　　　　　　　情報科学芸術大学院大学　教務担当　電話番号：058-272-1111（内103）

　　　　　　　E-mail：c21905@pref.gifu.lg.jp
	事業費


　要求額：　3,200千円（前年度予算額：3,200千円）

	事業内容


	１　事業の内容


大学院大学と社会・産業とのインターフェイス機能等を担う附置研究機関の運営経費　
新スタジオ編成等にともなうセンター機能の再編及び強化

○インターフェイス機能

○ミュージアム機能
○アーカイブ機能
○出版機能

○地域・産業連携、マッチング機能 
	２　所要経費


総事業費　　　　　　　　　　　3,200千円

・ミュージアム機能　　　　　　　1,135千円
・アーカイブ機能　　　　　　　　   85千円

・出版機能                      1,365千円

・産業連携、マッチング機能        615千円

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　賃金　        63千円

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　報償費　     150千円

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　費用弁償旅費 347千円

業務旅費     193千円

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　消耗品費     527千円

                                              印刷製本費 1,000千円

　　　　　　　　                              役務費　　　  50千円
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　委託料　　   450千円

                                              賃借料　     370千円

                                              負担金　　　　50千円

	これまでの取組と成果


	１　長期構想上の位置付け


Ⅲ 誰もが活躍できるふるさと岐阜県づくり
若者が力を発揮できる地域をつくる
・各分野からの多才で優秀な学生を確保すること

	２　これまでの取組状況


産業文化研究センターの積極的な活動により、学内におけるメディア表現の教育研究の根幹となるこうした意識を高め、大学院大学の社会的機能を維持発展させることができた。また、産業文化研究センターがこうした社会とのダイナミックな相互作業の架け橋としての機能を発揮することにより、大学院大学が社会・産業界からの要請に十分に応えることができた。
	３　これまでの取組に対する評価


・地元地域における知名度の向上を図り、地域の産業及び学術文化の振興に寄与する。
　・独創的で優秀な学生を数多く確保し、多彩な人材の育成を行う。
	決定額の考え方


	要求額の財源内訳（単位：千円）
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